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されることが明らかとなっている． 2墓走0)ような野球の

方向転換走は，盤間と梨間の組み合わせを見てみると 90

゜の方向転換走であるが，実際には触塁に至る角I虻．離

塁する角度などは選手によって異なることが考えられる．

しかし， これまでに 2晶走における触晶方向転換角I文につ

いて検討した研究はみられない そこで本研究では， 1嬰

触型中の触晶ステップおよび離嬰ステップを月lいて，触

晶方向転換角度を位出し， 2晶走疾走時間との関述につ

いて検討した．触槃方向転換角度の平均値は 15.2土 5.0°

（最小9.2゚ ～最大29.7°)であった．棋間の組み合わせ角度

と比較しても．方向転換角庶は非常に小さく，選手によっ

ては直線走に近い経路で， 1晶触昴を実施していることが

示された また，両者の間に正の相1叫関係が認められ（図

3), これまでの方向転換走における報告を支持する結果

となった．本研究で提示した触摂方向転換角皮は，疾走

経路の影評を受けるため．ある程皮意識的に変化させる

ことが可能であると考えられる．以上のことから． 2型走

疾走時間を短縮するためには． l盤触嬰を起点とする急な

方向転換は避け，直線に近い経路で 1棋を通過していく

べきであることが示唆される．

次に，ステップ変数が2嬰走疾走時間に及ぼす影孵の

大きさを検討するために． 2摂走疾走時間を従属変数，各

区間におけるステップ変数および触晶方向転換角度を独

立変数とした直l司帰分析を実施した． その結果， 2累走

疾走時間はHF前半のステップlとおよびステップ頻度指

数 1塁触型中のステップ長CV,FS前半のステップ頻度

指数ステップ長およびステップ長CV,FS後半のステッ

プ頻疫指数の7変数で98.1％説明できることが示された

（表4). 非標準化係数Bの符号について着 Flすると，選

択された7変数の全てが負の値であった． HF前半におい

て選択されたステップ長及びステップ頻）虻指数の結果は．

最初の区間で両ステップ変数を裔め．索早く加速するこ

とが煎要であることを示していると考えられる． また， l 

盤触累後のFS前半ではステップ頻度指数，ステップ長お

よびステップ長CVが選択された．疾走速度が有意に低

下している FS前半において， l盤触盤前後で差が認めら

れていないステップ頻度指数は，高い状態で維持するこ

と， l墓触嬰前と比較して低下しているステップ長は．区

間内で変化させ，再度高めることが2型走疾走時間を短

縮することに繋がる可能性が推察される． さらに，ステッ

プ頻度指数は，最後の区間である FS後半においても選択

されていることから， 1累ー 2型間では共通して．ステッ

プ頻度指数を高める必要があることが示された．本研究

では全被験者（15名中 15名），大岡ほか (2013)において

は，被験者の900/o (10名中9名）で触晶後に疾走速度の

低下が認められており，触墓後の疾走速度低下は，多く

の選手において引き起こされる現象であることが考えら
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れる．以上のことから．本梨ー l昼間では索早く加速し，

高い疾走速9文を獲得すること． l型ー 2晶間においては，

ステップ長およびステップ頻疫を高めて再加速することが

重要であると考えられる．

3．本研究の限界と今後の課題

本研究において． 1褪触槃後に疾走速度が有滋な低下

を示したこと．触晶方向転換角疫と 2盤走疾走時間の間

に有意な正の相関関係が認められたことなどから． 2摂

走疾走時間には 1嬰触盤動作が煎要となることが推察さ

れる．触摂方向転換角度は． その前の区間．すなわち

本研究における本盤― l摂間の疾走経路によって決定さ

れ． その後の 1摂ー 2嬰間における疾走経路にも大きく

関わってくると考えられる． これまでに野球の方向転換走

の疾走経路については．捐間の最大膨らみ幅を疾走経路

の指椋として扱っている研究（大岡ほか， 2013：今若ほ

か． 2016;木野村ほか． 2017)がいくつかみられる． しか

し最大膨らみ幅に達するまでの疾走経路は．選手個人

によって異なることが考えられるため．盤間における 1点

の位慨情報のみで疾走経路について検討することは難し

い したがって． 2塁走疾走時間を短縮するために．最も

適した疾走経路を明らかにするためには．全区間における

疾走経路を算ll＼する必要があると考えられる． また．膨

らみ幅が大きく触墨方向転換角度は小さい疾走経路．膨

らみ幅が小さく触壌方向角度が大きい疾走経路などを同

じ選手に疾走させ．比較することで． より適した疾走経

路が明らかにできるだろう． さらに． Younget al. (2002) 

は．方向転換走の速9文には．技術．直線走速度，脚筋

力が関わっており． その技術として接地方法や身体姿勢

を挙げている．先に述べたように．野球の方向転換走は．

疾走中にそれまでの地面とは異なる厚さを有するベースに

接地することが要求される． したがって，触摂時の身体

姿勢や．触型動作が2累走疾走時間に与える影響は大き

いことが推察される．以上のことから，野球の方向転換

走における全区間の疾走経路や触盤時の身体動作などを

算出することで．疾走時間の短縮に最適な疾走経路や触

盤動作が明らかとなり．効率の良いトレーニング方法など

が考案できるものと考えられる．

本研究はセンタ一方向の打球に伴う 2累走を対象とし

ているが．野球の方向転換走には，状況に応じた経路選

択が必要となると述べられているため（大岡ほか， 2013).

打球方向や種類によって疾走経路が異なることが考えら

れる． また，野球場には，内野のサーフェース面が，土

のみの球場，ベース回りのみが土であり， その他が人工

芝で覆われている球場など，さまざまなタイプが存在する．

このサーフェースの違いによっても，触嬰前後の疾走速

度変化や，ステップ変数が異なる可能性が考えられる．
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今後はこれらの、点についても．検討する必要があるだろう．

v．総括
本研究の H的は， 2摂走におけるステップ長とステップ

頻度から触盤後の疾走速度低下の要因について明らかに

し． 2梨走疾走時間を短縮するための疾走方法を検討す

ることであった．主な結果は以下の通りである．

1. 1型触嬰後に布意な疾走速度の低ドが認められ． その

速度低下は 1措触摂中に生じることが明らかとなっ

たまた．疾走速度と同様に． l盤触塁後にステッ

プ長が有意に低下していた．

2. 2晶走疾走時間と疾走速疫の間にff、なな負の相関l関

係が認められたが，区間距離との間には有慈な相関

関係が認められなかった．

3. 2槃走疾走時1lりと触嬰方向転換角疫の間に有紅なiE
の相関関係が認められた．

4. 本摂ー 1盤聞前半のステップ長およびステップ頻9虻

指数． l晶触摂中のステップ長CV. 1堪ー 2摂l川Iiij

半のステップ頻度指数．ステップ長およびステップ長

cv. l晶ー 2提間後半のステップ頻度指数の7変数

によって． 2塁走疾走時間の98.1％を説明できること

が示された．

以上のことから， l棋触晶後における疾走速疫低ドの

要因は．ステップ長の低ドであることが明らかになり． 2

嬰走疾走時間を短縮するためには．疾走距離を短くする

疾走方法ではなく．高い疾走速度を獲得すること．直線

に近い経路で 1累を通過していくことが煎要であることが

示されたまた．疾走速9文の低下する 1翡触嬰後以降は．

ステップ頻度を泊jいまま維持することおよび低下したス

テップ長を再疫i：：iめることで． 2坦走疾走時間を短縮で

きる可能性が示唆された．

注

り 2盤走のような走晶は疾走経路が直線ではないため．

区間距離が13.7mより長いことが考えられる． した

がって．区間の直線距離である 13.7mを区間歩数で

除して算出した平均ステップ長は実測のステップ長

より過小評価している可能性がある．

2) 本研究では疾走動作中の身体の動きを代表とするも

のとして．左右の上前腸骨棘中点を目安とし．身体

爾心に近い腰点中央を月Jいた． この手法を用いて約

15 mの分析区間における疾走速度を符出した太HIほ

か(2010)は，「…得られた結果は．先行研究と逸脱

したものでなく．十分な信頻性を持ち合わせるもので

ある」と述べられている． また．走盤に関する研究 (III
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追ほか． 2018)で約30mの撮影範囲を対象に利用さ

れていることからも．撮影範囲が広域にわたる場合に

おいて．身体董心と同様の指標として有川性の泊jい

手法であると考えられる．
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